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北海遙鴻ノ舞鉱出金銀鉱床調査報告

同 島 済＊

R6sum6

丁数e　Gol（丑一Silver　Depos置ts　of　the　Kδnomai　Mine，Hokka量d6

by

Klyo曲i　Takashima

　　　Tlle　Kδnomai　district，Monbetsu－gun，Hokkaid6，has　been　known　as　one　of　the

metaIlogenic　prov玉nces　which　are　characterized　by　gold　and　silver　deposits．

　　　The　ore　deposits　occur　in　l董paritic　and　andesitic　rocks　intruded　in　the　Tert1ary

まormation（K：δnomai　beds），such　a3tu鉦，shale　and　altemations　of　them．

　　　They　cons圭st　of　about50velns　whicぬhave　filled　fissures　and　fauIts　in　the　rocks．

　　　The　workings，at　present，are　in　the　Kuchannai　No。　5　vein　（strike　N650E，　1ength

about1，800m）and　the　lSumiyoshi　vein（strike国650E，Iength　about650m）．’

　　　Both　veins　are　of　the　epithermal　fissure－filhng　quartz　veins，and　contain　free　go1（i

and　silver，、argentite　and　the　other　silver　bearing　sulphide　minerals，with　pyrite，marcasite，

calcopyr1te，tetrahe（irite，zincblende，galena　etc．・and　gangue　mineτals　are　quartz，adularia，

calcite，barite　etc．

　　　The　vein（luar宅z　consists　of　a　m至Iky　gray，glassy　and　sacckaloida　ones（so－called

‘‘Bosa”）of　latest　age。’

　　　丁魚e　gold－bearing　quartz　are・chiefly　mi玉ky　gでay一玉n　co玉or　and　some　are　glassy．

　　　Thec・mtry醜ksaregenerallya丘ectedbyhydr・thermalalterati・n・fsilici丘cati・n，
c簸loritization，pyritization，adulariazation，argirization　and　carbon三tization．

　　　Tbe　majority　of　silici最cation　are，　in　genera】，observed　in『1iparitic　rocks　while　chlo∫

ritization，pyritization　in　an（1esitic　rocks．

　　　　　　　　　1．緒　　言

　昭和27年10月本所調査計画に基づぎ，北海道北見地

域にある産金地の中心をなす鴻ノ舞鉱山の金銀鉱床調査

を実施した。調査にあたつては鉱床の一般調査を行うと

ともに，特に5号坑北東部地域と住吉鉱床とについては

鉱脈と地質構造との関係，鉱化作用の順序等を明らかに

するため，縮尺1／緬にて鉱床図を作翼した・

　地表調査については浦島幸世氏1）の詳細な地質図があ

るので，これを若干補正したにすぎなかつた。

　五．1　調査目的

　北海道北見地方の金銀鉱床の一般調査の一環として，

また鉱床と地質構造との関係，鉱化作用の順序等を明確

にするため調査を実施した。

　1．2調査期間

　　自昭和27年10月1日

＊贋島駐．在員事務所

1）浦島幸世：　鴻ノ舞鉱山の地璽鉱床について，卒論，1951

　　至昭和27年11月2日　．

　i．3調査班員
　　高　島　　清

　1．4－調査精度

　地表調査は縮尺】／10，000の地形図を使用し，坑内調査

はすべてブランb・コyパスにより，縮尺1／100にて鉱

床図を作製した。
　　　　　　　　　　　　　　　　り
　なお，本調査において種々の御指導と御教示を賜わつ

た北海道大学浦島幸世氏，および鴻ノ舞鎗業所松田亀

三・石田準之助両氏に厚く感謝の意を表する。

2．調査地域

　2ρ1　沿　革

　本鉱山は1916年元山東部露頭が発見され，翌年住友

鉱業株式会社がこの鉱業権を得た。ついて1919年には

青化製錬所が建設され操業が始められた。その後開発が

進むにつれて，次々に新鉱床が発見され，1931年には現

在主として稼行されている5号脈にあたつている。
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地質調査、所月報（第5巻第10号）

　その後隆盛を保ちつつあつたにもかXわらず，1943年

の金山整備に遭遇し一時休山するのやむなきに至つた。

終戦後，1949年8月には400t／dの青化製錬所の再建「

とともに，その復興が進められ次で1951年4月には600

t／d計画の製錬所の拡充を行つた。同年6月には住吉第

3通洞で現在の住吉鉱床に着脈したが，このものは幅約

＄m，金品位199／tを示した。その後さらに製錬所は

拡張され，現在はその処理能力は800生／dとなり，ます

ます隆盛の一途を辿つている。

　2．2位置・交逼（第1図参照）

　位置　鴻！舞鉱山は北海道北見国紋別町モベツ川上流

にあり，丸瀬布』・遠軽および紋別町よりそれぞれ20ρ》25

kmの位置にある。

　交逼　鴻ノ舞鉱山に至る交通機関は丸瀬布一鴻ノ舞一

紋別町，鴻ノ舞一遠軽間にバスの便があり，比較的に便

器
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　　　　　　　矢　　　　　　 北

〆穀矧　見
　　国　砺．
　　　　　菌・一一」。K皿

　第1図　北海道鴻〆舞鉱山位置図
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調査地域一帯の地質は新第三紀層鴻ノ舞層群と，これ

を被覆またはこれに貫入する火成岩類より構成されてい

る。鴻ノ舞層群は下部より黒色頁岩・灰色頁岩・頁岩と

凝灰岩との互層・凝灰岩層より構成され，その岩相はそ「

れぞれ漸移している。

鴻ノ舞層群はE・W，：N－S両系め断層に切られて，、そ

の走向・傾斜に若干の変化を生じているが，一般的な傾

向として南東に緩傾斜をなしている。本層群の基盤をな

す先自聖紀日高系に属する岩層は調査地域には認められ

ないが，この西部地域には広範囲に亘つて分布註2）して

いる。また，鴻ノ舞層群の上部に整合的な関係にあるモ

ベツ層群・社名淵層群等は調査地域内には認められない

が，北部および南部にその分布が知られている。

　火成岩類は石英粗面岩類および安山岩類よりなり，い

ずれも鴻ノ舞層群中に岩脈または岩株状に貫入し1一部

は熔岩流をなす。その分布は南部におV・ては石英粗面岩

類，北部においては安山岩類の分布が著しい・

　その堆積岩と火成岩類との関係を示せば次の通りであ

るo

層 序

網 第四紀 砂・礫・粘土

火成岩

利である。た父し，冬季は積雪のため交通は著しく阻害

されるが，現在は鉱業所において除雪車を使用して交通

の杜絶を防いでいるので1この陰路は次第になくなりつ

つある。

　2。3　鉱業灌・経螢老

本鉱山は住友金属館山株式会社が鉱業権を有し，その

鉱区数は採掘16，試掘46である・。

3．地　　形

本地域の地形は一般に丘陵性台地を呈しているが，こ

の地域の中央部を北流するモベツ川の一部は削剥作用が

著しく，壮年期の地形を呈することがある・

台地の標高は海抜450～550mで，河水面が同じく『

200mであるので，その比高は250～350mを示す。

　　　4。　地　　質（第2●3図参照）

4．1地質概説

篶｛綴欝繋隔撫

先白璽紀 砂岩・粘板岩 ×

×印　調査地域にその分布がみられないもの

火成岩類はいずれも鉱床地帯の周縁部にあり，いずれ

もプロピライトまたは珪化石英粗面岩に変質している。

　石英粗面岩の岩質は北部には斑晶質，ネバダィト質の

ものが多く分布する。

4．2地質各読
次に調査地域に分布する堆積岩および火成岩類につい

て述べる。

4．2．1第三紀層（鴻ノ舞層群）

　調査地域内に分布する堆積岩は第三紀層に属する鴻ノ

舞層群のみである。、その標式地はクォノマイ沢である。

本層は下部より黒色頁岩・灰色頁岩・頁岩と凝灰岩との

互層・擬灰岩の順に堆積している。

　黒色頁岩層　黒色頁岩層の下部はクォノマイ沢ではみ

られないが，約400mの層厚を有する。下部には礫岩・

砂岩の発達がみられるが，クォノマイ沢入口附近では砂

岩層・砂質頁岩層の挾みが認められるのみである。

註2）竹内鋸助：鴻ノ舞図幅説明書，1942
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第3図 鴻ノ舞鉱山地質断面図
　P

　岩質は一般に黒色，堅硬の頁岩よりなり，局部的に千

枚岩質となつている所もみられる。地層の走向・傾斜は

N20｛ノ400E．20戸》400SE　を示す。

　次色頁岩層　本層は黒色頁岩層の上位に整合的に堆積

し，これと漸移関係を有する。その層厚は180～200m

を示す。岩質峨上記の黒色頁岩に銘べてや』軟質で，色

は普通灰白～淡灰色を呈する。本層は凝灰岩の薄層を挾

み，上位に移る感ど凝灰質となる。この灰色頁岩および

前記の黒色頁岩中には化石を含有することがあり，竹内

・嘉助の鴻ノ舞図幅および浦島幸世により下記のものが記

載されている。

篇，総蹴灘総舗齢
　　クォノマイ沢0召s動oρ04αsp．

　　元山西方？1ant
　　グランド西方　　！知goαsp．

　　上鴻ノ舞Eo〃吻o磁γ魏α㍍sp・
　　クッチャナイ沢　｝70弼彪sp．

　　支流ノ沢S召即痂05sp．
　　クオノマイ沢C猶卿〃αsp。

　　　　μ　　　lrh名顧αsp．

　貫岩・、凝茨岩互暦　本層は暗灰～淡灰色の凝灰質頁岩

と細粒砂質または角礫質凝灰岩との互層である。層厚は

コ50～200mと考えられるo

　凝茨岩層　本層は鴻ノ舞層群の最上位にあり，淡灰～

灰色を皇するものが多く，部分的には角礫質となつてい

るo

　一般には安山岩質物質より構成されるが角礫としては

頁岩・砂岩等を含むことがある。

　4．2．2火成岩類

　火成岩類には石英粗面岩類と安山岩類とがあり，前者

は斜長石英粗面岩・ネバダイト質石英粗面岩等があり，

後者には複輝石安山岩・玄武岩質安山岩等がみられる・

　斜長石英粗面岩　本岩は調査地域内，特に元山附近に

分布し，リソイダイト質を呈する。一般に肉眼では淡灰

～灰黄色で，斑晶としてわずかの石英・長石が認められ

る。本岩の分布区域中東部においては斑晶を増加する傾

向があり，またその一部は難緑～暗緑色の黒曜石または

ガラス質岩に漸移することがある。

　ホバダイト質石英粗面岩　本岩は南部地区に岩脈また、

は岩株状をなして分布する。斑状構造著しく，斑晶は融

蝕された石英15mm内外）・斜長石および黒雲母よりな

る。斜長石は部分的に絹雲母化作用をうげているものが

多い。黒雲母のi斑晶は一般に少ない。右基は隠微晶質で

斑晶と同様石英・斜長石および少量の黒雲母よりなり，

磁鉄鉱・燐灰石がわずかに認められる。

複輝石蜜山岩　本岩の分布は調査地域の北部に著しく

岩脈または岩株1伏に貫入している。斑晶は一般に少なく

斜長石・普通輝石・斜方輝石が認められ～石基は微晶質

の斜長石・輝石類および礒鉄鉱よりなる。
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北海道鴻～舞鉱山金銀鉱床調査報告　（高島　清）

鉱床の近くではいずれもプロピラィト化作用が著しく

斑晶中輝石類は緑泥石・セリサイト等にかわつている。

玄武岩質安山岩　分布は調査地域北部に多く，複輝石・

安山岩とはほとんど同時の噴出と考えられる。本岩は黒

色緻密の岩質を呈し，斑晶は一般に少なぐ，斜長石・普

通輝石等からなり，石基の部分も完晶質で，上記鉱物の

ほかに磁鉄鉱・斜方輝石等がみられる。

鉱床の周縁部ではプロピライト化作用が著しくみられ

る0

4．謹地質構輩
鴻ノ舞層群は一般年N20～400Eの走向を有し，20～

400Eの傾斜をもつ単斜構造が考えられる。断層はN－S

系およびE－W系のものが顕著で，落差は数100mに

達するものもある。鉱床生成前にも断層の運動が考えら

れるが，火成岩類はこれらの断層あるいは断層運動に起

因する裂舞，不整合面等の弱線に沿つて貫入したもので

あり，南部ほど酸性岩の噴出が著しい傾向がみられる。

鉱脈は火成岩の噴出または貫入に続いて，断層または

裂罐に沿つて入り，鉱化作用が行われたものである。

5．鉱　 床

5．1　鉱床の概要（第2図）

鉱床は第三系鴻ノ舞膚群と火成岩類を母岩としてその

裂擁あるいは断層を充填してできた浅熱水性の裂舞充填

鉱床である。

鉱床は含金銀石英方解石脈で，縞状，．角礫状，網状等

の構造を示し，数回の鉱化作用によつて生成された複成

鉱脈である。

鉱脈の数は50を数え，その主要なものを第1表に示
す。

鉱脈は石英・方解石および氷長石と，これに伴なわれ

る金属硫化鉱物との量の差およびそれらの配列の状況に．

より縞状構造を示す。鉱脈の構造は各鉱脈により，また

同一鉱脈ではその部分によつて異なるのが普通である。

すなわち，元山坑の鉱脈においては石英・氷長石脈の

発達が著しいのに反して，クヅチァyナ，イ坑5号脈にお

いては石英・方解石脈および一部に粘土鉱の生成が顕著

である。また住吉坑に郭いてはこの中聞師な性質を有し

方解石の溶出のためにできたと考えられる「ボサ」状石英

脈の発達が著しい。

鉱脈の朕況は岩質によつて支配されることが多く，一

般に頁岩中においでは優勢な脈を形成するのに比べて，

岩類または石英粗面岩類に入れば，これらの脈は分岐す

ることが多い。

鉱脈を構成する鉱石鉱物としては自然金・自然銀・輝

銀鉱・ポリ搏サイト・脆銀鉱・濃紅銀鉱・黄銅鉱・四面

銅鉱・黄鉄鉱・白鉄鉱・閃亜錯鉱・方錯鉱等がみられ，

これに随伴する脈石鉱物としては石英・氷長石・方解石・

重晶石・粘土等が認められる。

母岩の変質については緑泥石化・珪化・粘土化・黄鉄

鉱化・氷長石化・炭酸塩化等の諸作用がみられる己

　5．2鉱床各論

第 1　　　　表

鉱 床

元

山

坑

クナ
ツイ

チ坑
ア

y

住坑
吉

王
坑

本　鉱P床
第一鉱床2脈

第一鉱床4脈

第一鉱床5脈

第二鉱床
第三鉱床
2
5
6
8

号

号

号

号

脈

脈

脈

脈

1 脈

本　　　　鑓

ス　　レ鑓
北　盛　鑓

走　向

国700W

層709W

N700W
N700W
N70QW
N70QW

N500E

N650E

層300E

N35QE

N650E

：N800E

N80QE
N800E

傾斜

550S

850：N

850N

850N
450S

550S

600国
550N

550国
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　　　1
走向延長傾斜延長
（m）

650

800

500

350

700

1，200

400

1，800

350

2，000

600＋

400

300

300

（m）

26G

190

190

160

300

160

120

500

120

320

90＋

260

100

100

平均脈幅
　（m）

品 位

3．5

4．0

4．0

1．0

5。0

2．0

0．5

10．0

2．5

2．0

8。0

2．0

1．5

1．5

Aug／t

2．12

3。76

3．31

1．61

2．97

4．22

3，80

2．04

10．0

3．06

1Ag9／t

10。42

30．28

38．19・

118．25

78．94

93．37

43．75

70．56

117．0

22．48

備 考

東部の調査を行つた

招OM。Lの調査を行
つた
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　こ』にはおもに現在稼行されているクヅチァン・ナイ5

…号脈および住吉坑の鉱脈について述べる。

　5．2．玉　クヅチァソナイ5号脈（第4・5・6・7図参照）

　5号脈は走向：N650Eの方向に約1，800mの延長を

．有し，かつ55qNの傾斜方向にも500mの延長をもつ

大規模な鉱脈である。脈幅は10m前後であるが，富鉱

部では最大35mの脈幅を有するところがある・

　鉱脈はほ野中央部で2条に分岐するが，上盤脈は粘土

・化が著しい。この部分は含金銀品位は一般に高く，富館

部を形成している。

　中央部竪坑附近の鉱脈がボサ状石英の発達が著しく，

・特に人道に沿つてこの分布が多い・このボサ状石英の発

．達する部分は含金品位は良好でない。

　東部1こおげる鉱脈は方解石を伴なうこと著しく，脈幅

の肥大部はいずれも方解石石英脈よりなり，その構造は

』第5ヴ図に示す通りである。この地質鉱床図は縮尺V脚

で調査したものである。第6図ぽ第5図のE305B南

側壁のスケヅチを示す・下盤側に著しく発達する灰色～

暗灰色石英は，上記の方解石石英脈を局部的に切ること

．から推して，この筒所においてはや瓦後期に晶出された’

ものと考えられる。灰色～暗茨色石英には一部に暗緑色

緑泥石質粘士を含むものが伴なつているが，これらはし

ばしば数109／t域上の金品位を示すことがある。Lか

し，方解石・石英脈の部分は含金品位は低い。

　本鉱脈東部において採取した代表的鉱石の分析結果は

第2表の通りである。

　鉱脈はN50～80。E方向の裂鐸によつて切られること

があり，またその一部は断層となつて鉱脈を切断してい

る。270m坑道においては下盤側はプロピライ1・よりな

り，上盤は石英粗面岩質凝灰岩より構成されている。断

層部においては角礫滞より方解石の溶出したために生じ

たと推定されるカキガラ状に褐黒色汚染の著しい石英を

、残Lている。

　プロピライト中では石英・方解石はいずれも網状細脈

となり，この細脈部では方解石は最後の晶出と推定され

る事実がみとめられる。

　灰色石英は裂罐または下盤側沿いにその発達が著しく

270m坑道東部では方解石脈中に格子状にあるいは平

行，雁行状に胚胎している。方解石と石英とが共生する

部は一般に結晶の大きいものが多く，結晶面の発達も方

解石溶出による骸晶とともによく認められる。

　氷長石は灰色～白色緻密の石英中に多く認められるよ

・うである。

　350m坑道におい》ζ億，その東部において最近富鉱部

に着脈している。母岩は頁岩と安山岩質凝灰岩（プロピ

ライト）とよりなり，これを切るN60’｝80。E方向の断

蘇い図
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團　團
ボサ　　　粘士帯
（砂状石英1

第4図b　　クツチアンナイ誠号坑鉱脈図（模式断面図）

／1〃加

270η

270加

310η

356抑

o房　　石英の発達する部分は2’》3mで，その灰色石英部のみ

　　の平均品位註3）はAu209／t，Ag3009／t内外である。

　　　漕脈部には一部に細脈質のボサ状石英旅が認められ

　　る0

　　　5号脈において粘土質の発達部はこれから分岐した上

　　盤脈であるが・この部分は断層に伴なう裂罐に沿つて精

　　土化が進んだもののごとくで，鉱脈はもちろん，母岩も

　　原構造を残したまま粘土化している。粘土化帯の規模は

　　傾斜方向に70m＋，延長は200mに逮し，含金銀品位

　　は良好で，　しぽ1しばAu数1009／t，Ag数kg／tに及

　　ぶ品位を示すものが多い。粘土はカオリソおよびモゾモ

　　・リロナイト系ゐ粘土鉱物を主とするようである。

　　　5．2．2住吉坑鉱脈

　　　本鉱脈は終戦後住吉坑第三鋸入坑道により漕脈した鉱

　　脈で，着脈点ほ第三通洞坑口より南約440mの位置に

　　あり，養脈点では約20mの間を置いて2つの鉱脈がみ

　　られ為。坑口に近いものを1脈，他を2脈と称し，1脈

　　が優勢である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　一，“u『
　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　”一　　　　　　　　　　－　　　　’　　　　一．霧　　　　顧
　　　　　　　　　　　　　ずノず　　　　　バをか　　　　　　おり
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，1彿！　　　　　　”翼L一券閣鞍簾蟹
聯《、　　　■

0　　5

∠ン、、’

x藁

　　　　　　圃縦類目罐騨
　　　　　　團儲鑑，團方　脹
　　　　　　翻鞭翻擁イ／雛
10152・2劉．團ら暑色ざ糠／騨雄う・
　　　　　　匡1カキがラ状磁

　　　　　　　第5図　　5号脈270mL東部地質鉱床図

第 2 表

　　　　　　　　幽－／ノ
・
1
軍 θo　　も選L‘．　　　　　50
／’〉30／一　へ　　　　／

　　礼

　　丁

採取場所

270m坑道E310B
　ヴ　　　E310B

　〃　．　E310B

350m坑道E260B
　ゲ　　　E260B

品 位

Aug／t

42．8

1．3

1．7

21．O

tr．

Ag9／t

150

4
55

348

3

Sio2％

一
8
0
． 26

66．70

75．99

76．88

79．62

Al203％

3，60

2．47

3．26

1．08

0．96

CaO％

6．70

13．07

8．59

11．54

10．41

備 考

緑泥石粘土を伴なう白色緻密石英

結晶質方解石を含むガラス質石英

網状方解石石英脈

灰色～白色石英脈をボサが切るもの

ボサ交り石英

（本所　化学課川野技官分析）

層の発達が著しい。蒲脈部は方解石と，これと共生関係

にあり一部これを切ると思われる灰色緻密質の石英とよ

りなる。方解石を含めた脈幅は約10mに及ぶが，灰色

1脈はN65。Eの走向で南に急傾斜し・着脈部では約

8mの脈幅をもち，その品位はAu8．49／t，・Ag169・8

註3）鉱業所分析窒における分析

一31一（535）
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　　　、脅・／教鷺織：膨二疹藪鷺薪
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囲
灰色緻密質
ゆ石英

□　匿］　囲　F國
白色緻密質　灰福色　　　　　万解石　　　結晶質石英

石英　　　　～暗灰色石英

　第6図　5号坑270mL，E305B南側壁スケツチ

國』

緑泥石質
粘土，’
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第7図　　5　・脈350mL東部地質鉱床図
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拶‘調査を行つそ坑道

　　　（才8図　B参照，
Ioom

第8図a　住吉坑坑内断面図

g／tを示す・2脈は1脈より規模は小さく，藩脈部は約

3mの脈幅をもつている。1脈と2脈は東部および西部

では合一して1つの脈となつている。

　鉱脈は石英中に縞状または斑点状に“ギングロ”を

含むもの，白色および灰色の石英によつて縞状を示すも

のおよび低品位ガラス瓶石英と．‘♪ボサ”と呼ばれるザ

クザクした　Sacchaloidai　Quartz等よりなり，中に音B

分的に母岩の角礫を多量に含有するものがみられる。

6‘ボサ”は2脈にその発達が著しく，これらはいずれも

“ギングロ”を含む石英を切つている。なお，“ボサ”

は2脈においては西部ほど発達が著しい。1，2脈ともに、

着脈部の東部に富鉱部がみられ，こxではN55。W方

向に発達する断層によつて切られている。

　第8・9図は住吉第三通洞の1脈，2脈の関係図で，N

550W方向に鉱脈を斜めに切る断層が見られる。

　第9図におげる2脈は“ボサ”を主とするガラス質

石英を主とし，石英粗面岩質凝灰岩および黒灰色頁岩中

に貫入する鉱脈で，E20B附近で若干の含金をみる以
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0 10 20 30恥

謹
『

a
お
）

　一　即霧＿　　甲　蹉豊－♂　　　　　　　　　　　！

購　　》7一〃　唖 ／忽
！

塑彬
即　・　、

侭鮮・諏・
，｛，『

・　　、、　　碑
ρ
犀
も

ノ
！
／

”　り　“、　　　　　　　　　　　　　　　　　・r　　　♂

　’　’
一喉

“虫譜鐙～〃胱，

　　即
町
“
岬　即
凶〃

カ 1
ノ
ノ
‘
．
ノ

覧厚
ノ

㈲ 、／　、、
〃
鵬　5ρ 、

偲　　輔

唱“．

し　　し
L　　　　　　　　㌦

嵐 、
吻 、
LL 、

」
L

し
し

しし
“

、
しL

調

・騰顕を巴ぶ

し
叢
1
蝦
騨

　・噺禰
縷’『

、慧ン
」0』　　戸　　　　　　　　7ワ

刀

・W20B W10B

敦7、」し七

0．

ノ　　　　　’　80

．．嬉　 ～
　一、、　　　　6〃

辺

κ欄

ロ』　　80

B

L　　箔〃

一醸＼濠
厚　　　　一、　、　、＿留

騰際
ノ

》～

恥
亀
6
ク

℃
、

ノー■ザ、乳
“面

’
’
墨
60

5

o
σ
毘 形
． 〃

逡

、
、
、
、
へ

o
菱
刀　・

器
輪 一諏畿誌注　形

墾　　　z
弼．　　　姉
餌“撃　　、

・　韻瓢

　嚢　蓮　・・鴇
　1　慧肌か誌誤鷲．、，一蚕難

薄
遷
　、　、’　、　、　、　、嫌露霧z“　万

韓勿
7　　”

禄85 運
醗

・
＼
．

繋

§
欝 詔

諜
弓

P
囮

づ〃 囮

、一著’

霧
，
．
　
　
　 即

． 多

6“　60L

鑑’囲
硲
霧
國

目
圏
團F

日OB E20B

慧P脳－

5躯

，鐵　毒
影苓．一一 欝〆・　鷲

囮安山額瓢岩
　　　ブロビライト

石英粗面岩質凝灰岩

黒色頁岩
諏ザ

目　　　ガラス質ヌは白色　　　緻密質石英

圏
　　　ドア　　ロ　　　　　　　　　　ザ

　　　ギソグロ乞含宅
　　　灰色｛白色石英

團粘士帯
イ　断層

謹

漁

劃

瞭

累

拡

難

　櫨

㎝

騨

鴨

さ

笹

第8図b　住害坑130mL地質鉱床図



北海道鴻ノ舞鉱山金銀鉱床調査報告　（高島　清）

　　　　　　　　　／

　　　　　　　　／　　識
　　　　　　　　　　　　　窃ン」臼＝：、
　　　　　　VV〉〉〉vV〉〉ジ▽〉〉曝
　　　　　V　　〉　　〉　　〉　　　　　　　 V　　〉　　＼ζ

　　　〉〉　　、　　　　　・〉　　〉　　v
　　　v　　〉　〉〉漣〉　〉
　　　　ッ　　ペノ　レ　　レ　　レ　　ワマ　 ノ
〉　　、！　！！〉　〉　　　　　　　∠

、〉．

　　　　　V　　〉　　　　〉　　〉　　〉
　　　　〉　　〉　　〉
V　 〉　　V　　　　　〉　　〉　　〉

　〃　“　“　”　1㌔　　　’〃　さ
ド　い　　い　　　ぬ　　　　　ヘ
　　マ　　　ロじリ　　　　　　　　　ノノ　き

　　勿〃

　　　　　50　　　　　　10σm

さ　ン！　’

　　　蕩魏ト

　　　吻頁　宕
　　　園鉱　脈
　　　園断　層

第9図　住吉坑第三通洞ユ，2脈関係．図（模式図）

　　　　　　　　十塗　　義馨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼麟尉状石英

　　　　　　　　　　　　　第10図　住吉坑130mL東部スケッチ

外は，ほとんど稼行に価する含金は認められない。

　なお，鉱脈に沿つて裂罐あるいは断層が著しく認めら

れる。またE10B，E20ぢ附近の北盤側には断層粘土

と考えられる青灰色粘土の分布が著しい。

　1脈はOB附近ではN10～30。E系の断層によつて』

切られる。この附近には非常に角礫化した石英脈および

母岩を含む鉱脈等が発達する。角礫を含む石英脈は“ギ

γグロ”を伴なう灰色石英とほとんど同質の場合があ

り，‘‘ギングロ”を含む灰色石英に漸移している。

　1脈においてはE10B，E20B附近でプロピライト

イヒした安山岩が一部に認められた。

　N550W断層に切られた1脈の東側は約25m北方に

喰違つている・この部分は同断層によつて破砕された部

分と“ボサ”の部分とが入りまじつて錯綜している。

　第10図はE25B附近の1脈の鉱脈スケヅチである。

これをみると早期の石英と後期の“ボサ”状石英との

晶出の関係が明瞭に観察される。なお，“ボサ”状の石

英より後期にも比較的緻密なガラス質の石英が晶出し，

ユ30m坑道に上る人道では“ボサ”が白色緻密の不

毛石英に切られている。また，1脈の両部ではガラス質

石英と“ボサ”が，後期の灰色石英に切られているの

も認められた。

　“ボサ”・“ギyグ・”を伴なう灰色石英および方解

石と共生する石英について‘‘Decrepitatioll　method”

により温度測定を行つた結果，第11図の測定値を得

た。これによれば方解石と共生する石英は2670C，“ギ

ソグロ”を伴なう灰色石英は228。C，“ボサ”は最も’

低温で1320C，を示している。

　これをみれば比較的低温と思われた方解石と共生する

石英が，3者中で最も高温を呈している。もちろん鉱脈

の観察によれば，これは5号脈270mLの東部では“ギ

ソグロ”を伴なう灰色石英によつて切られているる

　鉱脈の脈幅は130m：Lの肥大部において7～10mに達

する。E20B附近では白色～灰色石英，’‘ギソグロ”を

含む灰色石英，細脈の縞状部をなす白色緻密の石英およ

びボサ状部等の複雑な状態を示し，“ギyギロ”および

“フケジゼ”部では含金品位20～50g／tに達している伽

　住吉坑における含金銀品位は第3表の通りである・
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試料名
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　　　　　　　　　　　ギングロを伴う灰色石英

第11図
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“Decrepitatio鍛method”による石英の生成認度測建値

第　　　　　　3　　　　　表

イ，1
爵、
　　　　　も
　　　　　1

　　　　　上

試 料　　　　名

1．“ギングロ” を含む白色緻密石英

2．“ギングロ”を含む灰色緻密石英

3．“ギyグロ”“フケジマ”（白色
　緻密石英）

4，“ギソグロ”を含む白色緻密石英

5。“フケジマ”入り自色緻密石英』

6．　　　　　　　　　〃

7．灰色角礫状石英てボサ交り）

8．“潔サ”欣石英9．“ボサ）’に切られるガラス質石英

採　取筒所

住吉坑’130m：L

住吉坑　130m：LE

　　　〃

　　　〃

　　　ケ

　　　ケ
　　　ーケ

　　　ゲ

品 位

Au　g／t

32．0

32．3

21．3

59．8

32．0、

9．8

0．3

0・

0．3

Ag9／t

243

217

19

408

243

62、

13，

　0、

2霧
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　　　　，Bぬ1〃　ソ（〃31

第12図　　住吉坑1脈における“Bosa”を切る石英と

　　　切られるものとの関係
　　　佳吉坑130mに上る入道における“Bosa”．
　　　と石英脹との関係

　“ボサ”状部の発達している2脈にづいては，母岩の

ー変質ははなはだしくはないが，1脈特にそのOB以東に

おいては珪化作用が特に著しい。

　“ボサ”については，上記のDecrepitaion　method

による温度測定によつて最も低温という結論がでた。

聡0灘：Lにおいてこの“ボサ”を切る灰色角礫入りガラ

・ス質石英脈が認められ，さらにこれより後期のガラス質

石英の存在が確認される。なおこの“ボサ”を切るガ

ラス質石英にもtrace程度の含金が認められるようで

ある。住吉抗130mLにおける“ボサ”と，これより

後期の石英との関係は，第12図に示す通りである。

　5、2．3元山坑鉱脈

　現在，坑肩埋没のため調査は不能の状態にあるが，鉱

山側の資料，露頭および研捨場等を見れば，旧時相当大

規模に稼行されたことが想像される。

　餅捨場中に混入する石英は，ほとんどが灰白色～乳白，

色石英よりなり，方解石脈の存在は少ないようである。

一部には玉髄質石英の破片もみられた。母岩は頁岩・凝

灰岩および石英粗面岩であるが，ヂいずれも著しい珪化作

用がみられる。鉱脈の走向・傾斜は露頭部の状況および

鉱山資料にょれば：N70。W，大部分は北方に80～90。の

傾斜を示すが，な壌一部には45～55。南方に傾斜する鉱・

脈もある。

　これらはいずれも互に平行に発達する裂罐（二部は断

層）に胚胎した裂罐充填含金石英脈である。

　5．3鉱　　石

　鉱脈は石英の種類・粒度・挾有物等により，あるいは

方解石・氷長石・硫化鉱物の量比等より種々の構造を示

しているQクヅチァソナイ坑5号脈住吉坑1・2脈お

よび元幽坑鉱脈にみられる縞状，累被状，角礫状，網

状，不規則塊状等の構造は，そのおもなるものである。

　鉱石として取接われるものは，上記中自然金および銀

鉱物の多タ含まれている部分であるが，これらの稼行対

象となる金属鉱物の賦存状況は共生する石英の粒度g種

類，氷長石・硫化鉱物の量・種類，等に密接な関係があ

るよ5である。

　すなわち，含金石英と考えられるものには白色緻密石

英・灰色緻密石英・乳白色石英・素焼状石英等があり，

結晶質（ガラス質）石英・“ボサ”状石英にはほとんど

而
金 を含まない。

　また石英中に多少の氷長石を伴なうものには，しばし

ば高品位を示すもの』もある。

　方解石中にはほとんど金はみられないが，クヅチァン

ナイ坑5号脈東部の方解石と石英の共生するものには，

数g／tの金がみとめられる。

　硫化鉱物の多い部分は含金量が多くなるが，これに反

して硫化鉱物の粒度の大きいものには著しい含金量をみ

ることは少ないo

　鉱石鉱物としては自然金・自然銀のほかに，輝銀鉱・

四面銅鉱・ポリバサイト・脆銀鉱・濃紅銀鉱マ雑銀鉱？・

黄銅鉱・黄鉄鉱・白鉄鉱・閃亜錯鉱・方錯鉱等が認めら

れる。

　粒度は一般に0．1mm以下のものが多いが，部分的

には1mm内外の粗いものが認められ，クッチァyナ

イ坑5号脈粘土鉱中の硫化鉱物は，一般に粗いよろであ

るo

　自然金は輝銀鉱その他の銀鉱物・黄銅鉱一部には四

面銅鉱には主として随伴される。自然金の粒度は0ユ

mm以下であるが，粘土鉱中には0．5～1m塒，住吉坑

における白色緻密石英中には0．5nlm内外の自然金が

認められた。

　脈石鉱物として随伴するものには石英・氷長石・方解

石・重晶石・粘土鉱物等がみられる・

　脈石のうち石英は粒度が小で0．05mm以下を示すも

のが多いが，方解石と共生する部分および住吉坑‘1ボ’

サ”と共生する石英は，0・1～数瓢mの粒度を示す・

　方解石は板状結晶をなし，クッチァソナイ坑5号脈の

東部では1cm以上の結晶が認められる。

　米占土鉱物はカオリン・・モンモリ撰ナイト等の混合物と

考えられるやX淡褐色樹脂光沢を呈するものが多くみら

れ，このなかに硫化鉱物が散点するのがみられる。
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表

第3通洞（住吉坑）1脈

クヅチァyナイ坑5号脈

　同　　上　　ギyグロ

第3通洞C住吉抗）1脈

クッチァンナイ坑5号脈

　同　　上　　ギングロ

㎞9／tlAg副Si・彰甥嚇1陽陶ls％穆凹9身哩陣隻
　26．Oi264．Olg5．5501

　　　1　188．72。
翫。lllll8轟175．5・

MnO2
　％
0，006

Cu，

％

0。004

3．50

Zn
％

0．023

0．53

0．735

1．60

2．07

陵
tr．

tr．

0、856

1．54

2．73

1勢

1．43

0．0461

0．82

Se
％．

tr．

0．243

0．86

段
tr．

0．116’0．059

1．20

4．05

陽
tr．

0．37

tr。

1留

I　tr．

0．027

0。03

tr。

Pb
％

tr．

0．041

隊n

0．01

0．012

IglOSS

0．78α

鉱山側において分析した結果を第4表侭示す。

　514’富鉱部
富鉱部は1つの鉱脈中にいくつかのボナソザ状をなし

て分布するのが普通である。

　クッチァンナイ坑5号脈では上盤脈と下盤脈との合致

点に富鉱部が形成され，その中心は200mL～350m：L

附近にある。

　また住吉坑第三通洞では，藩脈点東部に富鉱部が形成

されている。

　5号脈の富鉱部は最大200m以王の延長を示すもの

が，人道西部の分岐部に認められるほかは，大体如Om

以下数10mの小単位の富鉱体の連続により形成されて

いるo
　住吉坑の富鉱部も着脈点より東部100～200mに存在

し，．それより東部では含金品位が低下している。

　元山坑附近でも同様な傾向を示し，各脈におのおの主

要富鉱部を有し，これが宋端部では小富鉱体の連続に移

化して，含金晶位は低下する傾向がある。全般的にみれ

ばプロピライト中では脈勢は弱くなり，かつ分散する傾

向がある。

　5．5　断層と裂罐（鉱脈の生成機構）

　鉱脈生成に直接または間接にその起因をつくつたもの

は断層運動である。

　断層のおもなるものはMOQEおよび：E－Wの2系統

のもので，これらの断層は鴻ノ舞層群堆積後に相前後し

て形成されたものであろう。

　この断層に起因するN－S系の裂鐸，N50～70。E等

の裂罐，E・W系の裂罐にはこの断層運動律の火山活動

によつて，安山岩岩脈・石英粗面岩岩脈の噴出がみられ

たo

　鉱脈はこの火成活動に引続いて行われた後火成作用の

結果として考えられる。

　また住吉坑に認められるごとく断層運動は火成活動後

期にも，さらに鉱脈生成後にも行われたと考えられる。

エ　　　　　ロ　　　　　皿．

断層運動

火成活動

鉱床の生成

塙一　　　　　　q・　一　＿』

　　　　石英粗面岩　安山岩

　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　一
第 13 図

これを図示すると第13図の通りとなる。

鉱脈の構造，鉱石の顕微鏡観察によれば第14図のご

とき晶出順序が考えられる。

鉱物 早期　←一一一→　晩期

賑

石

鉱

物

汀瀬質一＿乳白色～灰色

　石英　　　　　　　　一一
嘘　サ■状
　石英　　　　　　　　　　　　　　　一鋤一
氷　長　石　　　　　＿＿＿

方　解　石　一＿
重　晶　石

粘主鉱物

鉱

石

鉱

物

黄　鉄　鉱

関亜鉛鉱
四面銅鉱

黄銅鉱
方　鉛　鉱

輝　銀　鉱

自　然　銀

白　然　金

雑　銀　鉱

白鉄鉱

ポllバサイト

脆　銀　鉱

濃紅銀鉱

第 14 図

二丞的

二次的

　上記脈石中の方解石はクッチァyナイ坑5号脈にみら

れる早期晶出り石英と共生するものと，後期に母岩中に

脈状に貫入するものとを分類した。早期の方解石には少

量の含金を示すものも認められる。

　5．6母岩の変質

　鉱床の胚胎する母岩は鴻ノ舞層群の頁岩・凝灰岩と石
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英粗面岩・安山岩類である。‘

変質作用は緑泥石化・珪化・氷長石化・粘土化・黄鉄

鉱化・炭酸塩化等の作用である。

変質作用は母岩の種類にょりそれぞれ異なつたものを

生成している。これを表示すれば第5表のごとくになる。

第　　5　　表

第　　6　　表

年別

＼
、

　　岩質
変質作用　　’＼

緑泥石化
珪　　　 化

氷長石化
粘　土　化

黄鉄鉱化
炭酸塩化

鴻ノ舞層群

頁岩

O
O

O
O

擬灰岩

○

O
O
O

石英
粗面岩

◎

O
O
O

安山岩

註　◎変質作用著しきもの

　O変質の認めわれるもの
一ほとんど変質の認められないもの

◎

○

○

○

◎

Q

1924

1925

1926

1927

1928

1929

1930

1931

1932

1933

　鉱脈は安山岩または石英粗面岩岩脈に入れば劣勢にな

るか，あるいは分岐・分散の現象が著しく認められる。

この場合母岩は緑泥石化作用をうけさらに黄鉄鉱の鉱染

が著しいのが一般に認められる現象であるが，これと此

例して珪化作周も著しく認められる・

　鉱脈の末端部では常に珪化作用が著しくなる傾向があ

り，珪化作用は本地域の鉱脈の探鉱に重要な指針となつ

ている0　1

　た蝦ノ，現在稼行中の鉱脈の両側の母岩単ついては，

特に著しい珪化作用というべぎものは庫範囲には認めら

れない。その及ぶ範囲も直接鉱化作用に関係するものは

10m内外に限られるものと考えられる・

　氷長石化作用は一般に珪化作用に伴なわれてみられ

る。氷長石は珪化された母岩中の長石斑晶・石英斑晶に

一随伴するか，またはこの一部を交代するように考えられ

るQ

　鉱染状の黄鉄鉱は本地域一帯の岩石に一般的に認めら

れるもので，安山岩は，プロピライト化されている○

　粘土化作用は5号脈のように断層に沿つて著しく認め

られるものがあるが，このほかには著しいものはないo’

　た讐し，断層・裂罐に沿つて若干認められる。

　炭酸塩化作用は凝灰岩類，その他此較的軟弱な岩質の

ものに著しく見られるようである。

1947

1948

1949

1950

1951

生産量
（粗鉱）

104t

25

26

28

44，

45

46

59

66

74

『19

　t
2，749

6，610

処理鉱石品位！含有量

30，555

127，248

AugκIAg9！t

214，933

6。5’

6．1

6．1

5．4

5．7

5．6

4。8

4．1

3．5

3．7

31．3

29．9

11．2

8．6

7．1

158．1

132。9

116．1

114．7

114．5

109．2

94．5

・78。7

78．9

86．5

760

623

270

200

160

Aug
t
1．5

1。5

2．1

2．1

2．3

2．4

2．5

2．3

2．1

0．6

Ag9
備考

も
34戦前の生産
　実積にして
31，主として：元

40山坑クッチ
　ァンナイ坑’
43より出鉱
44

44

46

40

40

11

6．　蜜広　　　量（省国各）

　　　7．過去における隼産実績

・戦前および戦後における生産実績は第6表の通りで

ある。

kg　kg
86『2，137

202

341

1，092

1，748

8．現　 況

4，113

8，212

25，646

34，447

戦後の生産
実績にして
主としてク
ヅチァソナ
ィ坑5号脈
より出鉱
1950年頃よ
り住吉坑よ
りの鉱石も
含まれてい
る、

現在稼行中の鉱脈はクヅチァンナイ坑5号脈と住吉坑

との鉱脈であり，クッチァソナイ坑5号脈より700t／d，

住吉坑より300t／dの出鉱がある。

　両者の鉱石は第15図のごとき系統に従つて青化製錬

が行われている。

　青金はすべて新居浜電錬所に送鉱している・，

　探鉱は露頭探鉱を実施するとともに，坑内では住吉坑

第三通洞立入を実施中である。

　1941年には22km、の探鉱掘進を行い最高を示したが

1950年には3，600mの探鉱坑道を掘進している・

　採鉱は上向階段掘・ケービyグ澤および充填掘を実施

し，鉱脈の状況により，それぞれ適した採鉱法を採用レ

ているo

9．結　論
鴻ノ舞鉱山は鉱床規模も大き’く，かつ鉱床の分布範囲

が広範囲に亘つているため，充分な調査はできなかつた

が，鉱脈が批較的低温の裂罐充填鉱床であり・かつ断層

運動に密接な関係を持つていることは明瞭である。従つ

て今後の探鉱についても，これらの事実に即応した探鉱・

の方法を考えるべきである。
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調査結果にもとづき探鉱の指針となる2，3の事実を列

記すれば，下記のごとくである。

①鉱脈は常に：呼S系，E－W系の断層と密接な関係

を有している。

②　鉱脈は石英粗面岩・安山岩の岩脈に近い部分では

鉱況がよくなり，同岩中においては劣勢となる。、

③　母岩の珪化作用の著しい部分，特に石英細脈（ピ

リ）が網状に貫入する部分においては，鉱脈の存在が予

想される。

　　　　　　　（昭和27年10～11月調査）
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